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◆ これまでに指向性スピーカと波面合成法を用いた三次元放射音場再

生システムを提案してきた．しかしながら，このシステムは包囲型マ

イクロホンアレイと放射型スピーカアレイの大きさが同じであるこ

とを前提としているという欠点がある． 

◆ 本報告では，包囲型マイクロホンアレイの大きさが放射型スピーカア

レイと異なる場合に再生される音場を理論的に検討した．その結果，

マイクロホンと指向性スピーカの配置が相似であれば，Fig.1 に示す

ように，包囲型マイクロホンアレイで収録した音を放射型スピーカア

レイで再生すると，音速が変化し，大きさが拡大・縮小した三次元放

射音場が忠実に再現されることが導出された． 

Fig.1：Diagram of the proposed system. 


